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シャーガス病：クルーズトリパノソーマの生活環
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世界のシャーガス病状況

(DNDi HP, Last updated April 2023)
世界で700万人以上が感染し毎年1万人が死亡



既存のNifurtimoxとBenznidazoleは急性期にしか効かず深刻な副作用や耐性株の出現が問題

(Ribeiro V, et al., Int J Parasitol Drugs Drug Resist., 2020)

シャーガス病治療薬の現状
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サシガメ



(Teixeira DE, et al., PLoS Negl Trop Dis., 2012) 

エピマスティゴートは1つのグルコーストランスポーターを有する

(Maugeri DA, et al., Essays Biochem., 2011) 
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1.0×105匹ずつ播種
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２日おきに10日後までカウント



L-Glucose培地におけるクルーズトリパノソーマの生存・増殖
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まとめ

・L-Glucose培地でクルーズトリパノソーマは生存・増殖可能である。

・Glucose無添加培地に比べL-Glucose培地での方が増殖が速い。

今後の展望

・より長期間の連続した原虫数のカウントを行う。

・L-Glucoseの取り込みをプローブを用いて調べる。

・原虫の増殖にL-Glucose量的依存があるかどうかを検証する。



クルーズトリパノソーマは遺伝的に異なる6グループに分類される

(LMD Magalhães., et al., Lancet Microbe., 2022) 

感染：
同じ地域
同じ遺伝子型

発症：
異なる症状

病状の進行・発症メカニズムは不明

長崎大学ブラジルプロジェクト拠点（2024年度～）
ペルナンブコ連邦大学ケイゾウ・アサミ研究所（iLIKA）

ペルナンブコ州
レシフェ市

野生のサシガメを捕獲
↓

トリパノソーマを単離
↓

L-Glucoseで培養

以上
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